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論文内容要旨
 水に対するぬれ性が劣るという付加重合型シリコーン印象材の欠点を改善することを羅的とし
 て,同印象材に親水性変性シリコrソオイルを添加して用い,その効果および諸物性に鰐する影
 響を比較検討し,以下の結果を得た。
 ま.付加重合型シジコーン印象材の硬化体表面は,縮重合型シリコーン印象材よりもぬれ性に
 劣り,接触角が90。に近いものが多かった。これに親水性変性シヲコーyオイルを添加して
 期いると,接触角は半減し,周印象材のぬれ性に改善が認められた。
 2.歯肉縁溝を想定した含水間隙への印象材の侵入度は,親水性変性シリコーンオイルの添加
 によって増加した。また,ぬれ性と同間隙侵入度との間には,統計学的に有意差が認められ
 た。
 3、一般に,付加重合型シリコーン印象材のヤング率は,縮重合型シジコーン印象材のそれに
 比べ約2～4倍の値を示したが,親水性変性シリコーンオイルの添加により,ヤング率は低
 下した。
 4.接着材を介したレジン研磨諭に対する付加重合型シリコーン印象材の接着強さは,比較的
 大きな材料と,小さな材料があった。小さな材料では,ポリエーテル変性シジコーソオイル
 添加により接着強さが増加した。これは,印象材と接着材間の接着強さが増加したためであ
 る。これに耕してアルコール変性シリコーンオイルを添加した場合は,接着強さが半減する
 ものが認められた。
 5.付加重舎型シリコーン印象材の永久ひずみは0.2%前後であり,縮重合型シリコーン印象
 材の1/5程度以下であった。親水性変性シサコーンオイルの添舶により永久ひずみは,ほと
 んど変化しない材料から,わずかに大きくなる材料が認められたが,最大でも0.4%と縮重
 合型シリコーン印象材のそれよりも小さい値であった。
 6.親水性変性シリコーンオイルを添加しても,せっζう模型面の表面あらさに劣化は認めら
 れなかった。
 7.改良型内外側測定原型を用いた模型の寸法精度の測定結果は,模型の外側値がわずかに大
 きくなる傾向を認めたが,内側値・外側値とも有意差は認められなかった。
 以上のことより,親水性変性シリコーンオイルの付加重合型シリコーン印象材への添加は,同
 印象材の性状改善に有効であり,添方貝による物性へのマイナス趨子となり得る影響は認められな
 かった。
 一30一
馨
嶽
、
燭
難
懸
聯
繋
嚢
簸
無
濃
鍛
綿
灘
麟
 鱒、
 綴、櫛
 嚢
・
磯
懸
 、羅
織
 羅
.藤 欝
雛
鯉
審査結果要旨
 間接法による鋳造歯冠修復が広く用いられている今日の歯科臨床において,従来シリコーン印
 象材が重用され,なかでも縮重合型のものが多用されてきた。しかし,この材料は,重合時に反
 応生成物を産生することから,「重合時に収縮する」あるいはr模型表面に肌荒れを生じやすい」
 などの欠,点が指摘されてきた。
 このような状況下において,近年,付加重合型シリコーン印象材が開発導入され,同印象材で
 は反応生成物の産生量がきわめて少ないことから,上記の欠点をもたない印象材として注目され
 るに.至った。
 しかし,この材料も,親水性に欠けることから,「歯肉縁'下の印象採得が難しい」,「型材注入
 時に気泡を混入しやすい」あるいはr硬すぎる」などの欠点が指摘されている。
 これらの欠点を改善する方法として,親水基を有する付加重合型シリコーンを新たに合成して
 用いる方法と付加重合型印象材のなかに親水性変性シリコーンオイルを添加して本材の性状を改
 善する方法が考えられる。
 前者の方法では経費的に実現性に欠けるため,本研究では親水性のポリエーテル系シリコーン
 オイルを添撫して改善する方法について検討し,5重量%程度のオイルを添加すると,次述の改
 善効果が認められたことを弱らかにしている。
 1・付加重合型印象材硬化物表面の水滴に対する接触角θは,90。に近いものが多かったが,本
 材料に親水性変性オイルを添加して用いると,θは40～43。まで小さくなり,濡れ易くなっ
 た。
 2・歯肉縁溝を想定した含水間隙への印象材の侵入度は,幾水性オイルの添方舞により,明らか
 に増大した。
 3、付加重合型印象材のヤング率は親水性変性シリコーンオイル添加により,io%程度低下し
 た。
 4.付加重合型印象材の永久ひずみは,縮重合型印象材の1/5以下であり,親水性オイルを
 添加してもほとんど変化しないか,わずかに大きくなる程度で,縮重合型のそれに比べ,は
 るかに二小さな値であった。
 5.改良型印象材による模型の寸法は,きわめて高い精度にあった。
 以上のごとく,付加重合型シリコーン印象材への親水性オイルの添加は同印象材の性状改善に
 きわめて有効であり,マイナス因子をほとんど認めなかったとしている。本研究の成果は,すで
 に実用化に移され,臨床における有用性が高く評価されるに至っている。このように,本硯究は,
 臨床的にもきわめて高く評価できる研究であり,学位授与に価するものであることを認める。
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